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１ はじめに

保護者・地域などに対し、学校教育活動への理解を高め、学校との信頼関係を形成するために、

開かれた学校づくりが大切となってくる。その手段の一つとして、学校ホームページが上げられる。

学校ホームページは、学校の日常を伝える手段として非常に有効であるが、一方で、運用にかかる

負担が大きく、校内の組織体制づくりも十分でない事が多い。また、ホームページ作成の技術に詳

しかった担当者が転勤すると、更新されなくなり、情報が古いもののままで止まってしまうケース

もある。そこで、新居浜市全体が統一して CMSを導入することで、学校ホームページの情報発信活

動を組織的かつ継続的に行う体制を構築しようと考え、取り組んだ。

２ 研究の内容

(1) 学校ホームページ作成の教職員研修

(2) 学校ホームページ作成の役割分担の決定

(3) 学校ホームページの実際

(4) 成果と課題

３ 研究の実践

(1) 学校ホームページ作成の教職員研修

① 各小・中学校代表者による CMSの使い方の研修

８月17日・30日の２日間にわたって、

新居浜市教育委員会主催で「CMSによる

ホームページ構築研修会」（資料１）を

中萩中学校コンピュータ室で行った。各

小・中学校から情報教育主任とホームペ

ージ担当教員の２名、計53名が参加した。

愛媛県総合教育センターの先生方に大変

わかりやすく教えていただきながら、実

際にホームページを骨組となるところか

ら作成し、アップできるところまでの作

業を行った。

始めに、学校のホームページは内容が

勝負であることの話から始まり、良いホ

ームページの例・CMSの利点等を示して

いただいた。主なものは以下の通りで、

参加者も必要性を感じることができた。

＜良いホームページ＞

・ 学校の教育活動の説明責任を果た

している。

（学校評価、グランドデザイン等の公表を含む） （資料１）

・ 必要な情報を適切な時期を捉えて発信している。

・ 多くの教職員が運営に意欲的に参加できる。

・ 児童生徒、保護者、地域住民が毎日楽しみにしている。



＜これはどうなのかと提案のあったもの＞

・ 動きを多用し、デザインに凝りすぎたサイト。

理由）重たくて時間がかかる。情報を探しにくい。

・ 更新されないままで誤った情報を発信し続けているサイト。

例）今月の行事予定が昨年度のまま。

＜サイト更新を滞りがちな原因＞

・ 多くの教職員が運営への関心が低い。

・ 情報担当者だけに負担がかかっている。

・ 詳しい教員が転勤すると、以後の運用が停滞する。

＜CMSの利点＞

・ 全教職員が協力して管理運営可能。

理由）基本的な技能があればよい。

ワープロソフトを利用する感覚で入力可能。

・ インターネット接続可能なすべてのＰＣから更新できる。

理由）ホームページ作成ソフトが不要。

② 各校でのCMSの使い方の研修

代表者による研修が終わった後、各校で情報教育主任が中心となり、全教職員がそれぞれの

持ち場でアップできるよう、使い方の研修（資料２）を行った。そのときに「これなら私でも

できる」と思ってもらうことが大切であると総合教育センターの講師から助言を頂いていたの

で、操作が簡単であることを最大限にアピールした。学年の行事の写真や部活動の写真等を実

際にアップする作業も行い、常に最新の情報が日記形式で誰でも更新できるよう研修に努めた。

日々の活動の様子が更新されると、生徒たちのやる気にもつながるのではないかと意欲を燃や

す教職員もいたことは間違いない。肖像権のことにも触れ、承諾を得ることや顔の部分はでき

るだけ小さくすることなども確認し、研修を終えた。

（資料２）



(2) 学校ホームページ作成の役割分担の決定

気軽に更新できるようになった反面、生徒を傷つけたり、学校の経営方針に沿っていないもの

が掲載されるようなことはあってはいけない。CMSでは、書き込んだ内容は一時保管され、学校

代表者の承認を得て、最終的に更新の手続きを取ることができる。その流れを各校で確認する必

要があり、定期的にホームページ担当者（責任者）が書かれた内容をチェックし、更新するよう

校内での体制づくりも確認した。日記形式で書かれたものは１ヶ所に蓄積されていくため、ホー

ムページ担当者（責任者）がチェックするのは比較的に簡単であり、誰が書いたかもID番号で分

かるようになっており、各自が責

任をもつことができる。ここで、

各校での実践例を紹介する。

① ホームページ更新決裁書

対外的に公になることもあ

り、公文書扱いで起案し、各担

当者及び管理職が構成したもの

をアップロードすることにし

た。決裁書（資料３）は、ホー

ムページ更新用として新たに作

成した。

② 紙媒体で決裁

各担当者が記事を作成し、で （資料３）

きあがった時点で一時保存を行

い、印刷して紙媒体で管理職の点検を受ける。

(3) 学校ホームページの実際

① 特色ある取組の紹介

一学期の終わり頃から、原画募集・缶

集め・缶の穴開け・色塗り・吊り下げ作

業を全校生徒、保護者の方が一体となり

取り組んでいく空き缶アートが 11月に

完成した。地域の方も毎年楽しみにして

いるため、ホームページでその様子を紹

介した。（資料４）ホームページで完成

を知り、記念撮影のために学校を訪れる

地域の方もいた。また、掲載した写真を

ダウンロードし、パソコンや携帯電話の

待ち受け画面にした生徒や保護者の方も

いた。

（資料４）

② 修学旅行や自然の家、学校生活の速報 （資料５→）

修学旅行の様子を学年主任が更新した。ホームページ更新の話題が保護者の

中で広まり、期間中はアクセス数が全日程で 100件を越えた。心配しているこ

とも含めると、ホームページで様子を伝えると安心することにもつながるとわ

かり、事前にホームページで様子を紹介することを知らせておけば良かったと

反省点が出る程、関心度が高かった。学校給食についても毎日の献立（資料５）

を写真で掲載すると、家庭でその日に食べた給食について写真を見ながら親子

ホームページ更新決裁書 氏名（ ）

起案（ 月 日）

校 長 教 頭 教務主任 情報教育主任 起 案 者

印

タイトル「 」

※該当するカテゴリーに○印をつける。

１ 中学校日記（１年・２年・３年・生徒指導・保健室・生徒会・その他）

２ 月行事予定

３ 学校だより

４ 生徒指導だより

５ その他

※ 更新日時指定 更新日時を 月 日（ ）にしてください。



で話し合うことができ、好評であった。

③ 保護者にホームページ公開を紹介

ホームページが新しくなることを保護者

の方に案内プリント（資料６）を配布した

り、ホームページ公開に興味をもっていた

だけるようにチラシ（資料７）により宣伝

も行った。その際、保護者の方が不安を抱

かないように個人情報の保護を徹底するこ

となど、運営方針（資料８）を掲載した。

（資料７↑） （資料６↑）

（資料８↑）



(4) 成果と課題

① 成果

ア 閲覧数の増加

保護者や地域の方々の閲覧数が増えたと思われる。以前はカウンターの不具合があって、

閲覧者数がわかりにくかったが、CMSに移行してから日ごとの閲覧者数が正確に分かるよう

になった。利用者のほとんどが保護者や地域の方々と思われ、学校行事の後に閲覧数が急激

に増えているのがわかる。また、天候等により行事開催が左右される場合や緊急連絡の際、

保護者へのメール配信と並行して更新されるお知らせコーナーが利用されている。

イ ホームページ更新に関わる教職員の増加

画像を簡単にアップロードできる手軽さがあり、ホームページ更新に関わる教職員の数が

増えた。11月下旬、市内のＡ小学校で教職員を対象に「CMSによるホームページ移行につい

て」のアンケートを行い、ホームページ作成についての意識調査を行った。資料９、資料10

から分かるように、教職員研修及び手引書等が、ホームページ作成に役立ったと答えている

教職員は、どちらも 100％で、研修のための操作手順書の作成とその活用が、ホームページ

作成に大変有効であったと言える。また、約80％の教職員が以前に比べてアップロードは簡

単になったと答えている（資料11）。今後のアップロードの予定は、月に１回以上は行いた

いという回答が90％（資料12）で、アップロードの頻度に差はあるものの、ホームページ作

成への参加意欲が向上したといえる。また、これまでホームページに関心がなく閲覧してい

なかった教職員が、CMSによるホームページへ移行してから、閲覧する回数が増えているこ

とが分かる（資料13）。更に、「ホームページが学級や学年の取組を紹介するのに役立ってい

るか」という問いには、ほとんどの教職員が役立っていると回答しており（資料14）、多く

の教職員がホームページによる情報提供が有効であると認識していることも分かる。このよ

うに、多くの教職員がホームページ作成の意義を認識し、その手順を理解し、ホームページ

作成へ参加しようとする意識の向上がみられた。それに伴い、アップロードの回数も着実に

増えてきており、そのことが、教職員のICT活用能力を高めるための研修とつながっている。

それと同時に、児童・生徒のタイムリーな活動の様子や給食の様子などを、地道に更新し続

けてきた結果、当初は十数件だったアクセス数は、現在100件を超え、200件に達する日もあ

り、学校と家庭・地域をつなぐ役目を果たしつつある。

（資料９） （資料10） （資料11）

（資料12） （資料13） （資料14）



② 運営上の課題

教職員間において学校ホームページに対する必要性に差があるように思われる。全教職員が

IDを持っているが、研修を行ってから実際に作成している教職員は月日が経つにつれて、偏り

が出てきた。更新頻度が多いのは以前のホームページ担当等一部の教職員で、以前と同様の負

担になりつつあるともいえる。日々の学級経営、教科指導、

部活動に追われ、時間等にゆとりがなく、ホームページに意

識が及ばないのが現状である。「ホームページが校務分掌の

取組を紹介するのに役立っている」と考えていない教職員が

30％（資料15）おり、学級・学年の取組を紹介するだけでな

く、幅広い視点からのホームページ活用を工夫していく必要

がある。

（資料15）


